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研究概要 

【循環器グループ】循環器グループは，先天性心疾患，川崎病・心筋症を中心とする後天性心疾患の臨床，研

究を行っています。先天性心疾患については胎児診断のついた症例や生後に診断された重症心疾患の診断・治

療に当たっており，その手術については，心臓外科の協力のもとに年間平均 70 症例前後行っています。その際，

重症例の診断や手術適応の判断，小児内科的な術前術後管理を担当し，さらに，手術適応には至らないまでも

小児科的管理の必要な多数の症例については外来で経過観察しています。川崎病に関して，臨床研究面では，

川崎病医師主導治験（重症川崎病患児を対象とした免疫グロブリン＋シクロスポリンA併用療法：KAICA trial）

に中心的な施設として参画し，新たな治療法開発を研究中です。症例登録は終了し、結果の解析中ですが良好

な成績が得られており間もなく論文に発表される予定です。また，循環器内科の先生の援助のもと，光干渉断

層法(OCT)を積極的に取り入れ，川崎病冠動脈病変を有する患児の遠隔期の心臓カテーテル検査において，冠動

脈病変のより精密な評価を行い，遠隔期の管理や治療法の開発にも取り組んでいます。基礎研究面では，分子

生物学的手法を用いて病因究明(溶連菌由来のスーパー抗原の関与など)に挑戦中で，さらに，シクロスポリン

の治療効果の作用機序解明（炎症性サイトカイン関連の細胞内シグナル伝達の解析）にも挑んでいます。 

 

【腎グループ】IgA 腎症およびネフローゼ症候群の治療法を確立するための全国多施設による臨床治療研究（厚

生労働省科学研究，小児 IgA 腎症治療研究会，小児難治性腎疾患治療研究会）を進め，成果をあげている。IgA

腎症，紫斑病性腎炎，ネフローゼ症候群，Alport 症候群，多発性嚢胞腎等の分子生物学的・形態学的手法を用

いた病態解析を行っている。 

 

【神経グループ】和歌山県立医科大学小児科が日本小児神経学会専門医研修施設に登録されており，小児神経

疾患全般の治療を担当している。一次救急であるけいれん重積発作から ICU 管理を要する重症疾患まで対応し

ている。てんかんなどけいれん性疾患におけて病棟内でのビデオ・脳波記録装置を用いた臨床的診断を行って

いる。急性脳炎・脳症の病態生理に関する基礎的研究にも取り組んでいる。（Chemokine expression in human 

astrocytes in response to shiga toxin 2. Int J Inflam. 2012）また摂食障害や心身症にも対応しており，

入院加療を行っているなかで臨床的な研究を行っている（Total parenteral nutrition treatment efficacy in 

adolescent eating disorders. Pediatr Int. 2015） 

 

【小児がん・血液グループ】すべての小児がん，血液疾患を治療しています。小児がんの発生部位は様々です

が，脳神経外科（脳腫瘍），整形外科（骨軟部腫瘍），小児外科（神経芽腫，腎芽腫，肝芽腫），眼科（網膜芽腫），

皮膚科（血管腫），放射線科（放射線治療）と共に集学的治療を行っています。また，当科は日本骨髄バンク，

臍帯血バンクからの非血縁者間造血細胞移植認定施設であり，小児がん・血液疾患に対するすべての治療を小

児医療センター内で完結することができます。また，若年性特発性関節炎（関節リウマチ）などの自己免疫疾

患，炎症性腸疾患，原発性免疫不全症，自己炎症性疾患についても診療を担当しています。 

 

【未熟児・新生児グループ】県内唯一の総合周産期母子医療センターとして，新生児専用救急車，ドクターヘ

リで県内の新生児救急に 24 時間で対応している。産科・小児外科・心臓血管外科・眼科など各科と協力しなが

らあらゆる新生児疾患を対象とし治療している。早産児の頭蓋内出血発症をいかに予防するかを重要な課題と



し，適切な循環管理を目的としたエコーによる血流評価や皮膚ドップラー血流計による研究を行っている。ま

た慢性肺疾患をいかに軽減するかも重要な課題で，高頻度振動換気，一酸化窒素吸入療法を取り入れ，肺高血

圧 症 治 療 薬 を 併 用 し な が ら の 早 期 抜 管 に 取 り 組 ん で い る 。 症 例 を 選 択 し て INSURE 

strategy(Intubation-Surfactant-Extubation)も導入している。 

 

【遺伝グループ】臨床遺伝専門医による先天異常疾患の総合的な診療を行っています。ダウン症候群を中心と

する染色体異常症，遺伝性疾患，原因が不明な奇形症候群など様々な先天異常症を対象としています。各疾患・

症候群の診断，情報の提供，合併症への早期の対応，成長や発達を含む長期的な健康管理や療育相談などを，

必要に応じて院内の他診療科や，県内の療育施設とも連携して行っています。また最近の遺伝子研究の進歩に

より遺伝子検査が普及しつつあり，研究機関と連携して対応しています。外来は毎週木曜日で，うち第１木曜

日にカウンセリングを行っています。院内や各医療機関から紹介頂いた患者様を対象とし，十分な時間をかけ

て各疾患に関する正しい情報の提供と様々な問題について相談をお受けしています。ご相談の内容や検査結果

等のプライバシーについては厳重に保護しております。 
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Minamikawa S, Ninchoji T, Kaito H, Shima Y, Nakanishi K, Iijima K：Splicing Assay with Hybrid Minigene: 

Assessing Pathogenicities in COL4A5 Intronic Mutations. The 52nd Annual Meeting of the American 

Society of Nephrology, 2018. 10. San Diego, USA 

11. Hama T, Tanaka Y, Sato M, Mukaiyama M, Shima Y, Nakanishi K, Yoshikawa N, Suzuki H：Urine biomarker 

potential for assessment of disease activity in pediatric nephrotic syndrome. The 52nd Annual Meeting 

of the American Society of Nephrology, 2018. 10. San Diego, USA 

 

b）シンポジウム，学術講演等 

1. 南 弘一：教育講演 重症心身障害児者の栄養ｰ微量元素、カルニチンを中心にｰ, 第6回和歌山重症心身障害

研究会, 2018. 4. 和歌山市 



2. 井庭憲人：アレルギー専門病院で学んできたこと アトピー編, 和歌山医大講演, 2018. 5. 和歌山市 

3. 鈴木啓之：Ca2+/NFAT pathway関連遺伝子やOCT所見から得られた川崎病血管炎の新たな知見, 第18回福島川

崎病研究会, 2018. 5. 福島 

4. 鈴木啓之：『川崎病血管炎の新たな知見』－Ca2+/NFAT pathway関連遺伝子やOCT所見からの考察－, 第5回播

磨川崎病研究会, 2018. 5. 姫路市 

5. 島 友子, 中西浩一：IgA血管炎の腎予後予測モデル構築のための国際多施設共同研究, 小児難治性腎疾患治

療研究会, 2018. 6. 新潟市 

6. 山家宏宣：子どもの身体の発育と病気, いわで・きのかわファミリーサポート病児預かり対応保育スタッフ

養成講座, 2018. 6. 岩出市 

7. 井庭憲人：食物アレルギーの基礎知識, 和歌山医大講演, 2018. 7. 和歌山市 

8. 南 弘一：5歳児相談で気になる子どもたち, 平成30年度5歳児相談事業に係る研修会, 2018. 8. 和歌山市 

9. 南 弘一：小児の発達障害, 平成30年度和歌山大学教員免許状更新講習, 2018. 8. 和歌山市 

10. 熊谷 健：心臓超音波のみかた, 日本新生児成育医学会第22回教育セミナー, 2018. 8. 安曇野市 

11. 熊谷 健：新生児集中治療室で小さな赤ちゃんが育つ, ひらめき☆トキメキサイエンス 体感しよう！小さく

生まれた子どもの命を救う・癒す・育てるケアの力―2018, 2018. 9. 和歌山市 

12. 熊谷 健：誰もが昔は赤ちゃんだった～新生児医療の現場から～, 第34回小児成育医療支援室研修会 市民公

開講座, 2018. 9. 和歌山市 

13. 山家宏宣：子どもの身体の発育と病気, いわで・きのかわファミリーサポート病児預かり対応保育スタッフ

養成講座, 2018. 11. 紀の川市 

14. 井庭憲人：食物アレルギーの基礎知識, 有田市市民公開講座, 2018. 11. 和歌山市 

15. 鈴木崇之, 垣本信幸, 竹腰信人, 立花伸也, 渋田昌一, 末永智浩, 武内 崇, 鈴木啓之：和歌山医大におけ

る川崎病冠動脈病変の評価について, 第38回日本川崎病学会, 2018. 11. 和歌山市 

16. 南 弘一：子どもの眠り〜眠育（みんいく）のすすめ, 有田市立保田小・中学保健委員会, 2018. 11. 有田

市 

17. 鈴木啓之：Ca2+/NFAT pathwayやOCT所見から考える川崎病血管炎, 第11回北陸川崎病研究会, 2018. 12. 金

沢市 

18. 下山田洋三：被虐待児に対する障害児入所施設の役割と課題, 日本子ども虐待防止学会第24回学術集会おか

やま大会, 2018. 12. 倉敷市 

19. 山家宏宣：AST（抗菌薬適正使用支援チーム）について, 第17回那賀地域医療ネットワーク連携会議, 2018. 

12. 岩出市 

20. 鈴木啓之：川崎病－最新知見と成人期への移行医療を含めて－, 田辺市・西牟婁郡・日高 三医師会 学術講

演会, 2019. 2. 田辺市 

21. 鈴木啓之：川崎病血管炎の新たな切り口－Ca2+/NFAT pathwayやOCT所見から見えてくるもの－, 第82回南大

阪小児疾患研究会, 2019. 2. 大阪狭山市 

 

c）全国学会 

1. 島 友子, 中西浩一, 浜 武継, 田中 侑, 貝藤裕史, 野津寛大, 田中亮二郎, 飯島一誠, 吉川徳茂, 鈴木啓

之：小児IgA腎症における尿蛋白再燃因子の検討, 第121回日本小児科学会学術集会, 2018. 4. 福岡市 

2. 末永智浩, 鈴木啓之, 水沼真也, 垣本信幸, 津田祐子, 田村 彰, 南 弘一, 武内 崇, 渋田昌一, 立花伸



也：神経性食思不振症における心筋機能低下は適切な治療で改善する, 第121回日本小児科学会学術集会, 

2018. 4. 福岡市 

3. 川本大樹, 水沼真也, 津田祐子, 田村 彰, 南 弘一, 鈴木啓之, 藤原一男：ムンプスウイルス感染症が先行

し視神経炎で発症した抗MOG抗体陽性関連脱髄疾患の1例, 第121回日本小児科学会学術集会, 2018. 4. 福岡

市 

4. 水沼真也, 津田祐子, 田村 彰, 南 弘一：ムンプスウイルス感染症が先行し視神経炎で発症した抗MOG抗体

陽性関連脱髄疾患の1例, 第60回日本小児神経学会学術集会, 2018. 5. 千葉市 

5. 田中 侑, 浜 武継, 佐藤 匡, 向山弘展, 戸川寛子, 島 友子, 中西 浩一：小児ネフローゼ症候群の病勢評

価に対する尿中バイオマーカーの有効性の検討, 第61回日本腎臓学会学術総会, 2018. 6. 新潟市 

6. 下山田洋三, 米山 明, 小山友里江, 小崎慶介, 北住映二：障害児入所施設における被虐待児童の実態につ

いて, 第65回日本小児保健協会学術集会, 2018. 6. 米子市 

7. 南 弘一, 津田祐子, 柳川敏彦, 永井尚子, 鈴木啓之：和歌山市5歳児相談事業についてのアンケート調査報

告, 第65回日本小児保健協会学術集会, 2018. 6. 米子市 

8. 島 友子, 中西浩一, 浜 武継, 田中 侑, 佐藤 匡, 向山弘展, 戸川寛子, 貝藤裕史, 野津寛大, 田中亮二

郎, 鈴木啓之, 飯島一誠, 吉川徳茂：小児Silent lupus nephritisに関する臨床病理学的検討, 第53回小児

腎臓病学会, 2018. 6. 福島市 

9. 末永智浩, 鈴木崇之, 垣本信幸, 武内 崇, 鈴木啓之, 西村好晴, 本田賢太朗, 湯崎 充, 渋田昌一：21トリ

ソミーに合併するファロー四徴症の再手術の適応と適切な時期について, 第54回日本小児循環器学会総

会・学術集会, 2018. 7. 横浜市 

10. 垣本信幸, 武内 崇, 樽谷 玲, 猪野 靖, 田中 篤, 久保隆史, 鈴木崇之, 末永智浩, 渋田昌一, 赤坂隆史, 

鈴木啓之：川崎病遠隔期冠動脈病変の修復過程にVasa Vasorumはどのような役割を果たしているか？, 第54

回日本小児循環器学会総会・学術集会, 2018. 7. 横浜市 

11. 立花伸也, 垣本信幸, 末永智浩, 武内 崇, 渋田昌一, 竹腰信人, 小垣滋豊, 鈴木啓之：治療抵抗性の重症

肺動脈性肺高血圧症の乳児例, 第54回日本小児循環器学会総会・学術集会, 2018. 7. 横浜市 

12. 熊谷 健, 鈴木崇之, 平山健太郎, 垣本信幸, 津野嘉伸, 杉本卓也, 上田美奈, 鈴木啓之：サイトカインプ

ロファイルが母児の診断に有用であった新生児血球貪食症候群の1例, 第54回日本周産期・新生児医学会学

術集会, 2018. 7. 東京都 

13. 津野嘉伸, 鈴木崇之, 垣本信幸, 上田美奈, 杉本卓也, 熊谷 健, 鈴木啓之：当院における出生体重500g未

満児の臨床的検討, 第54回日本周産期・新生児医学会学術集会, 2018. 7. 東京都 

14. 利光充彦, 豊島勝昭, 金 基成, 勝又 薫, 浦木 諒, 稲垣佳典, 吉田大輔, 岸上 真, 斎藤朋子, 下風朋章, 

柴崎 淳, 星野陸夫, 大山牧子, 川滝元良, 猪谷泰史：心室中隔欠損症を合併した早産児23例の臨床像の検

討, 第54回日本周産期・新生児医学会学術集会, 2018. 7. 東京都 

15. 鈴木啓之：川崎病急性期における諸問題ー心合併症をさらに減らすために抱える診断・治療の問題点を中心

にー, 日本川崎病学会 合同セッション「川崎病心合併症の発生状況と遠隔期治療」第27回日本心血管イン

ターベンション治療学会学術集会(CVIT28), 2018. 8. 神戸市 

16. 島 友子, 中西浩一, 浜 武継, 貝藤裕史, 野津寛大, 田中亮二郎, 鈴木啓之, 飯島一誠, 吉川徳茂：小児

IgA腎症における尿蛋白再燃因子の検討, 第40回小児腎不全学会, 2018. 11. 宮崎市 

17. 辻本 弘, 市川貴之, 神波信次, 鈴木啓之：小児血球貪食リンパ組織球増殖症におけるHMGB1の測定, 第60回



日本小児血液・がん学会学術集会, 2018. 11. 京都市 

18. 平山健太郎, 辻本 弘, 市川貴之, 神波信次, 鈴木啓之：化学療法を先行した、馬蹄腎から発生したStagrⅣ

腎芽腫症例, 第60回日本小児血液・がん学会学術集会, 2018. 11. 京都市 

19. 早瀬由佳里, 大﨑祐平, 狗巻見和, 神波信次, 辻本 弘：小児がん患者における復園・復学支援, 第16回日

本小児がん看護学会学術集会, 2018. 11. 京都市 

20. 北野尚美, 武内 崇, 末永智浩, 垣本信幸, 立花伸也, 竹腰信人, 鈴木崇之, 土橋智弥, 澁田昌一, 鈴木啓

之, 和歌山川崎病研究会：川崎病罹患者の年齢と発症の季節性について, 第38回日本川崎病学会・学術集会, 

2018. 11. 和歌山市 

21. 鈴木崇之, 垣本信幸, 竹腰信人, 立花伸也, 渋田昌一, 末永智浩, 武内 崇, 鈴木啓之：和歌山医大におけ

る川崎病冠動脈病変の評価について, 第38回日本川崎病学会・学術集会, 2018. 11. 和歌山市 

22. 土橋智弥, 垣本信幸, 武内 崇, 樽谷 玲, 猪野 靖, 田中 篤, 久保隆史, 末永智浩, 渋田昌一, 赤阪隆史, 

鈴木啓之：発症後2ヶ月時に冠動脈造影および光干渉断層像検査を施行できた1例, 第38回日本川崎病学会・

学術集会, 2018. 11. 和歌山市 

23. 熊谷 健, 吉原知里, 利光充彦, 垣本信幸, 津野嘉伸, 上田美奈, 鈴木啓之：当院で出生から管理した極低

出生体重児の発達フォローの現状, 第63回日本新生児成育医学会・学術集会, 2018. 11. 東京都 

24. 利光充彦, 豊島勝昭, 木村 献, 岸上 真, 斎藤朋子, 下風朋章, 柴崎 淳, 星野陸夫, 大山牧子, 川滝元良, 

猪谷泰史：心室中隔欠損症を合併した早産児のNT-proBNPの臨床的検討, 第63回日本新生児成育医学会・学

術集会, 2018. 11. 東京都 

25. 辻本 弘, 神波信次, 三谷泰之, 鈴木啓之：自家移植後再発に対し臍帯血移植を行った腸管原発びまん性大

細胞B細胞リンパ腫の1例, 第41回日本造血細胞移植学会総会, 2019. 3. 大阪市 

 

d）地方学会 

1. 垣本信幸, 武内 崇, 樽谷 玲, 猪野 靖, 田中 篤, 久保隆史, 末永智浩, 渋田昌一, 赤坂隆史, 鈴木啓

之：崎病遠隔期の冠動脈病変におけるVasa Vasorumuの役割, 第23回和歌山小児循環器談話会, 2018. 6. 和

歌山市 

2. 井庭憲人, 室谷貴弘, 高岡有理, 亀田 誠, 片岡葉子：10年間除去食療法を指示され難治化したアトピー性

皮膚炎の1例, 第181回日本小児科学会和歌山地方会, 2018. 6. 和歌山市 

3. 辻本 弘, 神波信次, 鈴木啓之, 市川貴之, 渋田京子, 芳山 恵, 吉益 哲, 青柳憲幸, 津野 博：当科におけ

る造血幹細胞移植の治療成績, 第181回日本小児科学会和歌山地方会, 2018. 6. 和歌山市 

4. 土橋智弥, 垣本信幸, 末永智浩, 武内 崇, 鈴木啓之, 上松耕太, 長嶋光樹, 西村好晴, 原 茂登：肺高血圧

を合併した心室中隔欠損症に対して心内修復術を行うことで気管軟化症による呼吸器症状が著明に改善し

た1例, 第181回日本小児科学会和歌山地方会, 2018. 6. 和歌山市 

5. 前田真範, 魚谷周平, 和田卓三, 榎本 誠, 比嘉明日美, 澁田昌一, 宮脇正和：過去10年の当院におけるロ

タウイルス胃腸炎の状況，ロタワクチン導入前後の比較, 第181回日本小児科学会和歌山地方会, 2018. 6. 

和歌山市 

6. 吉原知里, 魚谷周平, 土橋智弥, 垣本信幸, 利光充彦, 津野嘉伸, 上田美奈, 熊谷 健, 鈴木啓之：当院

NICUにおける重症新生児仮死児の予後に関する検討, 第181回日本小児科学会和歌山地方会, 2018. 6. 和歌

山市 

7. 志賀達也, 津田祐子, 田村 彰, 南 弘一, 鈴木啓之, 佐々木秀一朗, 西 晃佑, 井関景子, 龍田浩一：免疫



吸着療法を施行した抗MOG抗体陽性急性散在性脳脊髄炎の1例, 第181回日本小児科学会和歌山地方会, 2018. 

6. 和歌山市 

8. 南 弘一, 津田祐子, 井倉未樹, 柳川敏彦, 永井尚子, 鈴木啓之：和歌山市5歳児相談事業についてのアンケ

ート調査報告, 第86回和歌山医学会総会, 2018. 7. 和歌山市 

9. 末永智浩, 鈴木啓之, 水沼真也, 垣本信幸, 津田祐子, 田村 彰, 南 弘一, 武内 崇, 渋田昌一, 立花伸

也：神経性食思不振症における心筋機能低下は適切な治療で改善する, 第86回和歌山医学会総会, 2018. 7. 

和歌山市 

10. 水沼真也, 津田祐子, 田村 彰, 南 弘一, 鈴木啓之：入院による積極的栄養療法を行い高校入試を迎えた重

症摂食障害患者の5例, 第86回和歌山医学会総会, 2018. 7. 和歌山市 

11. 津田祐子, 田村 彰, 南 弘一, 重里敏子, 鈴木啓之：毛細血管奇形と巨脳症を呈しMCAP(megalencephaly 

capillary marformation)症候群と診断した1例, 第64回日本小児神経学会近畿地方会, 2018. 10. 神戸市 

12. 末永智浩, 鈴木啓之, 土橋智弥, 垣本信幸, 武内 崇, 馬庭直樹, 柏木 学, 黒井章央, 赤阪隆史, 杉本卓

也：自動体外式除細動器(AED)で救命できた心室細動の1例, 第182回日本小児科学会和歌山地方会, 2018. 10. 

和歌山市 

13. 前田真範, 魚谷周平, 和田卓三, 榎本 誠, 比嘉明日美, 澁田昌一, 宮脇正和：神経性やせ症に合併した

Acinetobacter baumannii敗血症の1例, 第182回日本小児科学会和歌山地方会, 2018. 10. 和歌山市 

14. 魚谷周平, 吉原知里, 土橋智弥, 垣本信幸, 利光充彦, 津野嘉伸, 上田美奈, 熊谷 健, 鈴木啓之：当院で
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会, 2019. 2. 和歌山市 
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14. 土谷充貴, 前田真範, 平山健太郎, 水沼真也, 比嘉明日美, 渋田昌一, 宮脇正和, 魚谷周平, 合田太郎：下
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川町 

26. 武内 崇, 末永智浩, 垣本信幸, 鈴木崇之, 立花伸也, 竹腰信人, 渋田昌一, 鈴木啓之：平成29年10月1日か

ら平成30年10月1日までの和歌山県および関連病院の川崎病アンケート調査, 第33回和歌山川崎病研究会, 

2019. 2. 和歌山市 

27. 北野尚美, 武内 崇, 末永智浩, 垣本信幸, 鈴木崇之, 土橋智弥, 竹腰信人, 立花伸也, 渋田昌一, 鈴木啓

之：和歌山県内における18年間の川崎病症例の疫学像と川崎病サブグループ探索の研究計画説明, 第33回和

歌山川崎病研究会, 2019. 2. 和歌山市 

28. 吉原知里, 栗並樹里, 原田 智, 木岡直美, 中西直之, 宮下律子：胸痛を主訴に受診した肺膿瘍の一例, 第

24回泉州小児科症例勉強会, 2019. 2. 岸和田市 

29. 杉本卓也：母体血を用いた出生前遺伝学的診断(NIPT)～親と子に思いをはせる～, 平成31年和歌山県助産師

会第2回研修, 2019. 3. 御坊市 

30. 北野尚美, 鈴木啓之：高度先進医療を実施する施設において震災直後に周産期医療部門が行った決断と行動

～阪神・淡路大震災で被災した兵庫県立こども病院の経験から～, 第50回和歌山周産期医学研究会, 2019. 3. 

和歌山市 

31. 熊谷 健, 南 佐和子, 吉田隆昭, 豊福 彩, 原 茂登, 田村 彰, 八木重孝, 利光充彦：和歌山県災害時小児

周産期リエゾンの活動報告, 第50回和歌山周産期医学研究会, 2019. 3. 和歌山市 

32. 垣本信幸, 和田卓三, 土橋智弥, 利光充彦, 津野嘉伸, 上田美奈, 熊谷 健, 鈴木啓之：新生児期に心臓腫

瘍で発見した結節性硬化症の3例, 第50回和歌山周産期医学研究会, 2019. 3. 和歌山市 

33. 久米川 綾, 垣本信幸, 利光充彦, 津野嘉伸, 上田美奈, 熊谷 健, 南條佐輝子, 溝口美香, 太田菜美, 八

木重孝, 南 佐和子, 井箟一彦：妊婦の腟分泌物培養から検出された薬剤耐性菌の経年的変化について, 第

50回和歌山周産期医学研究会, 2019. 3. 和歌山市 
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担者：島 友子 
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